
（単位：円）

交付金

充当経費

国庫

補助額
その他

1 学校給食費無償化事業

①物価高騰に直面する子育て世代の経済的な負担の軽減を図る

②米沢市立小・中学校の令和６年度の学校給食費（教職員等を除く）

③本市の小・中学校の給食１食当たり単価に１年間の食数を乗じた額

　小学校　単価315円×3,217食×200日≒202,671千円

　中学校　単価371円×1,930食×180日≒128,886千円

　（その他財源は全額一般財源）

④本市に住所を有し米沢市立小・中学校に在学する児童生徒の保護者

277,144,463 94,537,000 182,607,463
R6.4.1～

R7.3.31

学校給食費の無償化を実施

し、小学生3,217人、中学生

1,930人の子育てに係る生活

負担軽減を図る。

①保護者負担をゼロとし、経済的負担軽減を図る。ま

た、食材価格が高騰する中で、交付金を活用し、予算

不足による献立の簡素化を防ぐとともに、給食の質を

維持した。

②物価高騰が続き、その値上幅も想定できない上に、

保護者の経済状況が好転しない現状にあるため、今後

も安定的な学校給食を提供するために継続的な支援が

必要である。

2
学校給食費無償化事業

（追加分）

①物価高騰に直面する子育て世代の経済的な負担の軽減を図る

②米沢市立小・中学校の令和６年度の学校給食費（教職員等を除く）

③本市の小・中学校の給食１食当たり単価の年度途中のさらなる物価高騰分に

12月から3月までの食数を乗じた額

　小学校　単価21円×3,217食×66日≒4,459千円

　中学校　単価25円×1,930食×63日≒3,040千円

④本市に住所を有し米沢市立小・中学校に在学する児童生徒の保護者

6,847,285 5,999,000 848,285
R6.4.1～

R7.3.31

学校給食費の無償化を実施

し、小学生3,217人、中学生

1,930人の子育てに係る生活

負担軽減を図る。

①保護者負担をゼロとし、経済的負担軽減を図る。ま

た、食材価格が高騰する中で、交付金を活用し、予算

不足による献立の簡素化を防ぐとともに、給食の質を

維持した。

②物価高騰が続き、その値上幅も想定できない上に、

保護者の経済状況が好転しない現状にあるため、今後

も安定的な学校給食を提供するために継続的な支援が

必要である。
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